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今年度は延べ 1000人を超える先生方に御参加いただ

き、盛況のうちに夏季教職員研修会を終えることができ

ました。新学習指導要領全面実施を控える時期に、先生

方のニーズに合った研修ができるようにしたいと考え、

企画・運営をしてきました。 

【教師力パワーアップ講座①（道徳）】 

講師：小川哲哉（茨城大学 教授） 

「考え議論する道徳の授業モデル」をテーマに実施し

ました。「特別の教科 道徳」として今年度は中学校で

も評価が始まった中、指導と評価を一体化した授業方法

を分かりやすく講義いただきました。また、実際の教材

を使って、参加者で話合ったり、発表したりすること

で、問題解決的な学習の方法を学びました。 

 

 

 

 

 

 

【教師力パワーアップ講座②（プログラミング教育）】 

講師：大西有（茨城大学 准教授） 

「まずは、自分でやってみよう！」をテーマに実施し

ました。来年度から小学校で実践が始まるプログラミン

グ教育について、学校教育へ求められる内容を講義いた 

だき、教材の体験を通して子どもたちに身に付けさせた 

いプログラミング的思考を授業にどう取り入れていける 

かを学びました。 

 

 

 

 

番号 研修会名 参加人数 

Ａ１ 第２回初任者研修会 35 

Ａ２ 学級経営研修会(ﾗｲﾌｽｷﾙ研修) 42 

Ｂ１ 
教師力ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ講座① 

（特別の教科 道徳） 
53 

Ｂ２ 
教師力ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ講座② 

（プログラミング教育） 
30 

Ｂ３ ＱＵ活用研修会①（小学校） 38 

Ｂ４ ＱＵ活用研修会②（中学校） 25 

Ｂ５ 教育論文研修会 10 

Ｃ１ 教育講演会 55 

Ｃ２ 一般教養研修会 56 

Ｄ１ 幼稚園・こども園  学級経営研修会 57 

Ｄ２ 幼稚園・こども園  実技研修会 57 

Ｄ３ 社会科実技研修会（博物館活用研修会） 36 

Ｄ４ 体育実技研修会 55 

Ｄ５ 道徳科指導法研修会 52 

Ｄ６ 特別支援教育夏季合同研修会 202 

Ｄ７ 発達障害の理解と支援研修会 200 

 合 計 1003

今年度の夏季教職員研修に際しま

して、市内の園、小、中、特別支援学

校、教育研究部関係の先生方、そして

御指導御助言を賜りました講師の先

生方に感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 



 

 

  

【ＱＵ活用研修会】 テーマ 「学び合う授業を支える学級集団づくり」 

講師  武子 みち子（早稲田大学河村茂雄研究室講師） 

○ＱＵの「指導に生かせる」見方を知ることができ、大変勉強 

 になった。また、エクササイズが学級経営にプラスになるよ 

うなもので、すぐに実践したいと思った。 

○ＱＵを活用することで、今のクラスにどのようなアプロー 

チが必要なのか、その手がかりを知ることができた。 

〇学級の現状を知ることで、２学期の指導を考えることがで 

きた。ルール作りのポイント等具体的なお話が良かった。 

〇難しいかもしれないが、ぜひ各学年から１名ずつの担任が 

参加したい研修だと思った。 

 

【一般教養研修会】 テーマ 「ネット・ゲーム依存の実態と予防・対応」 

講師    三原 聡子（久里浜医療センター）  

○人はなぜ依存になるのか、という説明がとても分かりやすく 

納得できた。ネット依存への対応策も具体的ですぐに活用で 

きそうだった。本人の話を聞いて受け入れる重要性も分かっ 

たので生かしていきたい。 

〇ネット・ゲーム依存について、認識不足であったため、講演会 

 の内容は全てが非常に興味深く、今後に活用したいと感じた。 

 現在、不登校になっている子にネット依存傾向の子がいる。問 

  題を深刻化させないための具体策が非常に役立つと考えた。 

〇とても気になる問題であり、学校だけで、家庭だけで対応できないことを再確認した。 

学校と家庭で協力することが必要だと感じた。 

 

【運動部活動指導法研修会】 テーマ 「これからの部活動の運営について考える」 

講師  柴田 一浩（流通経済大学教授） 

○部活動の適切な活動時間と休養時間の設定や、効率的・効果 

 的な動きによるけがの予防など、分かっているつもりになっ 

ていたことを改めて、正しく知ることができた。 

〇生徒、保護者、地域など、一人一人の部活動に対する意識の 

差がある中で、持続可能な部活動経営を行うことは非常に難 

しいことであるが、教員の一人として今後生徒のために何を 

すべきか、考える良い機会となった。 

〇実技研修では、今後のトレーニングにすぐにでも活用したいものばかり、大変参考になった。 

〇技術向上やチーム作りはもちろん大切だが、けがをしないために「整える」という考えを学ぶ 

ことがなかったので、とても勉強になった。 

 

参加された先生方の感想 



【発達障害の理解と支援研修会】テーマ「発達支援が必要な子どもの多様性の理解と支援について」 

講師  中島 展（こども未来共生会理事長） 

○具体的な事例の話がとても分かりやすかった。一人一人の背景 

をしっかりと知ることの重要性や支援の仕方が変わってくる 

ことなど、とても参考となった。もっとお話を聞きたかった。 

○どうしたら「生きづらさ」に対応してあげられるか、勉強して 

 いきたいなと思った。それぞれの子どもへの特性に対して、い 

ろいろな引き出しをもっていたいと改めて考えることができた。 

〇先生のお話は、大変分かりやすく心に響くものがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営研修会（ﾗｲﾌｽｷﾙ研修）       教育講演会        第 2 回初任者研修会 

幼児教育と小学校教育の接続のための研修会 
 ７月 31 日に『幼児教育と小学校教育の接続のための研

修会』を行いました。市内の幼児施設や小学校から管理職や

園内リーダー、保幼小接続コーディネーター、担任等 62人が

参加しました。 

 講師に茨城女子短期大学教授である助川公継先生をお呼

びし、「育ちと学びをつなぐ保幼小の連携・接続」というテー

マで、就学前からみた教育の流れなど、国や県の基本方針や

市町村での取組を、ポイントと共に教えていただきました。 

また、幼稚園教育要領等の改定によりキーワードとなってい

る「主体的・対話的で深い学び」の視点から、幼児の主体的な学びを充実させていくために、カリキュラム・

マネジメントが重要であるというお話もあり、参加された先生方は、自分たちが行っている指導が子どもたち

の今後に大きく影響していくということを、それぞれの立場において感じられていたようです。 

市内では、小学校 26 校、公立・私立で無認可を含める幼児教育施設は 60 を超えます。今後更なる深

まりを目指して、どのような連携・接続ができるのか、改めて考えるよい機会となりました。 

編集後記 
  

夏休みには、教育研究所の研修会に多数御参加いただき、ありがとうございました。この研修で

学んだ実践を園・学校生活に活かし、多くの先生方と共有していただければと思います。何より、

先生方自身の笑顔が子どもたちへの最高のプレゼントです。長い２学期ですが、学校生活を安心し

て子どもたちが送っていけるよう、先生方も健康に留意してお過ごしください。（久保田） 


